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協
議
員
会
は
今 

１
０
・
１
１
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

秋
祭
り
の
反
省 

② 

辻
川
区
「
自
主
防
災
訓
練
」 

③ 
 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
植
替
え 

１
１
月
に
葉
牡
丹
に 

④ 

新
規
約(

案)

修
正
箇
所
確
認 

 

法
人
化
に
向
け
て 

新
細
則(

案)

検
討 

⑤ 

来
年
度
総
会
準
備 

⑥ 

来
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
組

み
の
準
備 

⑦ 

事
業
所
等
へ
の
協
力
金 

 当
面
の
予
定 

１
月
５
日
（
日
）
１
１
時
頃
～ 

 

合
格
祈
願
祭
（
辻
川
区
主
催
） 

１
月
１
９
日
（
日
） 

新
年
度
辻
川
区
総
会 

１
３
時
半
～ 

１
月
２
５
日
（
土
）
１
９
時
半
～ 

 
新
隣
保
長
会
議 

 
 

 

 

祭
礼
行
事
の
お
知
ら
せ 

宮
当
番[
十
九
隣
保]

よ
り 

◆
１
月
１
日
～
３
日 

 

正
月
祭
り
（
鈴
の
森
各
社･
高
藤
稲
荷
） 

◆
１
月
５
日
（
日
）
１
０
時 

冬
え
び
す
（
恵
美
酒
神
社
） 

 

一
戸
あ
た
り
２
０
０
円
の
賽
銭
を 

お
願
い
し
ま
す
。 

◆
１
月
１
２
日
（
日
）
１
５
時 

と
ん
ど 

（
鈴
の
森･

高
藤
稲
荷
神
社
） 

事
業
報
告 

◆
９
月
１
４
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

秋
祭
り
実
行
委
員
会
構
成
・
運

行
予
定
等
説
明 

② 

辻
川
区
「
住
民
台
帳
」 

作
成
依
頼 

※
地
縁
団
体
の
法
人
化
に
向
け
て 

③ 

来
年
度
の
要
望
書 

④ 

道
普
請 

⑤ 

辻
川
山
公
園
と
周
辺
清
掃 

⑥ 

辻
川
区
自
主
防
災
訓
練 

⑦ 

辻
川
だ
よ
り
第
５
１
号
発
行 

 

◆
９
月
２
３
日 

(

月
・
祝) 

道
普
請 

 

お
か
げ
さ
ま
で
、
今
年
も
秋
祭
り

に
向
け
て
区
内
の
街
路
が
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
Ｏ
Ｂ
会
等
に
よ
っ
て
鈴
の 

森
神
社
の
境
内
や
周
辺
の
剪
定
や

下
刈
が
行
わ
れ
、
祭
り
の
下
準
備
が

整
い
ま
し
た
。 

           

◆
１
０
月
１
３
日
（
日
） 

１
４
日
（
月
・
祝
） 

秋
祭
り 

各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
台
風
１
９
号
の
影
響
で
、
本
年

度
の
秋
祭
り
は
、
一
日
順
延
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ

な
準
備
が
、
な
か
な
か
予
定
通
り
に

は
い
か
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
青
年
団
を
は
じ
め
、

Ｏ
Ｂ
会
、
や
っ
こ
会
、
祭
練
会
、
そ

し
て
、
宮
当
番
等
の
関
係
者
の
尽
力

に
よ
り
祭
り
の
準
備
が
整
え
ら
れ

て
、
無
事
、
祭
り
当
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

     

             

 

第５２号［2019 冬号］ 令和元年１２月７日発行 

「
一
年
を
振
り
返
っ
て
・
・
・
」 

区
長 

鈴 

木 

健 

文 

 

今
年
も
早
い
も
の
で
、
あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し

た
。
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
一
年
を
振
り
返

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

や
は
り
一
番
の
出
来
事
は
、
年
号
が
「
平
成
」

か
ら
「
令
和
」
に
改
元
さ
れ
た
こ
と
で
、
全
国
各

地
が
お
祝
い
に
溢
れ
ま
し
た
。
反
面
、
今
年
も
台

風
、
集
中
豪
雨
等
の
自
然
災
害
に
よ
り
、
予
想
も

し
な
か
っ
た
地
域
で
多
数
の
尊
い
人
命
が
奪
わ

れ
、
甚
大
な
被
害
が
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。
謹

ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
ご
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
区
民
の
皆

様
の
承
認
を
受
け
区
長
二
期
目
を
迎
え
ま
し
た
。

重
要
課
題
で
あ
る
地
縁
団
体
の
法
人
格
認
可
は
、

予
定
よ
り
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
中
に
は
達

成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
様
に
は

十
月
に
実
施
し
た
辻
川
区
住
民
台
帳
作
成
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

十
一
月
に
は
、
辻
川
区
防
災
マ
ッ
プ
更
新
の
為

の
自
主
防
災
訓
練
に
約
１
８
０
名
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
、
真
剣
に
危
険
箇
所
、
最
適
な
避
難
場
所

等
を
具
申
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
身
近
な
場
所

を
知
り
、
自
助
・
共
助
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

来
年
の
干
支
は
、
開
運
の
象
徴
で
も
あ
る
「
子
」 

で
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

 

辻川観光交流センター完成 

 辻川界隈を練る屋台 

❤
辻
川
山
公
園
の
清
掃
協
力 

９
月
２
８
日
（
土
） 

 

２
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
３
０
名 

余
り
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま 

し
た
。
た
く
さ 

ん
の
方
の
参
加 

の
お
か
げ
で
、 

き
れ
い
に
な
り 

ま
し
た
。
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い 

ま
す
。 

宵宮 蔵出し 

 

鈴の森神社宮入 

 

 

鈴の森神社境内の紅葉 

http://www10.plala/


そ
し
て
、
迎
え
た
祭
り
当
日
は
、

台
風
一
過
で
、
天
候
は
回
復
し
、
良

い
天
気
と
な
り
ま
し
た
。
鈴
の
森
神

社
で
は
、
み
ん
な
の
気
持
ち
が
ひ
と

つ
と
な
っ
て
力
の
こ
も
っ
た
宮
入
、

宮
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
入
と
宮
出
の
間
に
行
う
子

ど
も
相
撲
も
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。 

本
宮
当
日
は
、
朝
か
ら
秋
晴
れ
と

な
り
、
祭
り
の
成
功
と
安
全
を
願
っ 

て
の
鏡
開
き
で
幕
が
開
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
旧
道
を
子
ど
も
た
ち
も
加

わ
っ
て
の
屋
台
引
き
も
行
い
ま
し 

た
。
ま
た
、
神
事
と
し
て
の
岩
尾
神 

               

   

社
へ
の
神
輿
渡
御
に
、
今
年
も
厄
年 

の
神
輿
か
き
２
名
と
区
長
、
お
供
の 

者
が
参
加
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
熊
野
神
社
の
宮
入
の
順
は
、

本
年
度
も
昨
年
度
と
同
じ
７
番
目

で
、
た
く
さ
ん
の
シ
デ
棒
や
青
竹
の

声
援
と
と
も
に
、
力
の
こ
も
っ
た
宮

入
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
出
の

４
台
練
り
は
、
今
年
は
、
加
治
谷
、

井
ノ
口
、
西
野
と
の
練
り
合
わ
せ
と

な
り
ま
し
た
。 

今
年
も
辻
川
区
全
体
で
一
致
協

力
し
て
、
素
晴
ら
し
い
最
高
の
祭
り 

が
で
き
、
無
事 

に
終
え
る
こ
と 

                 

 

が
で
き
ま
し
た
。
木
方
、
棒
端
、
青

年
団
は
も
と
よ
り
、
各
種
団
体
の
実

行
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
献
身
的
な

支
え
も
大
き
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

周
辺
住
居
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に

も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
の
祭
り
に
お
い
て
は
、
本
宮

の
宮
入
前
の
カ
ネ
シ
ョ
ー
で
の
休

憩
時
の
内
容
を
変
更
し
ま
し
た
が
、

祭
り
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
今
ま
で

の
良
き
伝
統
を
残
し
つ
つ
改
善
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
来
年

も
い
い
祭
り
に
な
る
よ
う
に
、
今
後

と
も
皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                  

◆
１
１
月
１
７
日
（
日
） 

辻
川
区
自
主
防
災
訓
練 

台
風
１
９
号
に
よ
る
河
川
の
氾

濫
や
、
土
砂
崩
れ
等
が
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
予
想
も
し

な
い
甚
大
な
被
害
は
、
ど
こ
で
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。 

今
回
の
防
災
訓
練
は
、
２
０
１

３
年
に
発
行
さ
れ
た
『
辻
川
区 

防
災
マ
ッ
プ
』
を
基
に
、
避
難
場

所
、
避
難
経
路
、
危
険
箇
所
の
確

認
・
修
正
等
に
重
き
を
お
い
て
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
実
際

の
避
難
を
想
定
し
て
各
隣
保
単
位

で
次
の
要
領
で
実
施
し
ま
し
た
。 

①
各
隣
保
単
位
で
指
定
場
所
に
集
合
。 

②
２
０
１
３
年
防
災
マ
ッ
プ
を
基
に
、

隣
保
内
の
危
険
箇
所
確
認
、
記
入
。 

③
公
民
館
に
向
け
て
避
難
、
経
路
記
入
、

危
険
箇
所
を
記
入
。 

④
公
民
館
到
着
、
防
災
マ
ッ
プ
整
理
、

対
策
本
部
に
提
出
。 

⑤
辻
川
分
団
の
指
導
の
も
と
放
水
訓
練
。 

※
消
火
器
販
売
、
詰
め
替
え
。 

 

今
回
の
訓
練
を
通
し
て
、
日
頃
意

識
せ
ず
に
通
っ
て
い
る
道
に
、
以
外

と
危
険
な
箇
所
が
潜
ん
で
い
る
こ

と
に
改
め
て
気
付
い
た
と
い
う
方

も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
消
火
栓
を
使
っ
て
の
放

水
訓
練
を
初
め
て
体
験
さ
れ
た
方

は
、
放
水
に
よ
る
水
の
圧
を
直
に
感

じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
の

防
災
に
対
す
る
意
識
の
向
上
や
訓

練
、
準
備
が
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立

つ
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
デ

ー
タ
を
も
と
に
「
辻
川
区
防
災
マ
ッ

プ
」
の
見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

防
災
に
強
い
町
作
り
の
た
め
に
、
今

後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
訓
練

に
参
加
い
た
だ
い
た
１
８
０
名
の

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

       

編
集
後
記 

 

『
辻
川
区
防
災
マ
ッ
プ
』
の
他
に
、

福
崎
町
の
『
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

(

大
門)

大
年
谷
池
』
が
あ
り
ま
す
。
地

震
で
日
光
寺
山
の
麓
の
た
め
池
が
決
壊

し
た
場
合
を
想
定
し
た
も
の
で
す
。
そ

の
想
定
で
は
、
辻
川
区
の
大
半
が

0
.5

m

未
満
の
浸
水
と
な
り
ま
す
。
場

所
に
よ
っ
て
は
、0

.5
m

～1
.0

m

の
浸

水
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
に
、
ど
こ
に
避
難
す
る
べ
き
な
の

か
。
公
民
館
が
安
全
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

状
況
に
よ
っ
て
は
、
２
階
等
に
避
難
す

る
べ
き
か
な
ど
、
普
段
か
ら
家
族
で
も

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。〔
吉
田
〕 

本宮の朝の鏡開き 

 

子ども相撲 

 

 

 熊野神社 宮入とシデ棒による声援 

 

 

 熊野神社 宮出 屋台４台練り  

 

 

本宮の夜 田尻屋台と 

Inoku 

屋台 

神輿渡御 

放水訓練 

Inoku 

屋台 

消防団員の指導のもとでの放水訓練 

屋台 

消火器の販売 

鈴の森神社宮出 

 

 


